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のやくがえV,外-飛びLY.す頃合V,を見計らって､母穂の

袋をとり､裂開したやくを1-2個えV,の巾へ入れるか

あるV'は切口にやくをかるくなすりつけて柱頭上へ花

粉をふりかける.花粉がよく成熟してjl引放してV,る喝合

は母穂上で父棺を軽く打つだけでもよいO 予め袋には

交配組合わせ､月日虫よび交配者rJを記入しておき､

授粉後節ちにこの袋をかける (JT:jfi･5)o袋には小型噴

茅器で霧をふきかけてお く｡授粉後5rl酌､成功の有無

を調べる｡内えいにそってはい乳が伸びておれば成功し

た,17E乙である (J宇貞6)o 焚敗にあわったときは､交 配
に手おちがなかったかよくぎん味し印旺交附する.

2)温湯陰雄法による交配 めしべとおしべの温度に

対する搬杭性の差を利用し､柾頑の機能をそこなうこと

なく､花粉DみをZ/E減させる方法である｡近虚根巳 (磨

業及閲芸 :14(1))によると､Wiは43nCの温湯に7-8

分間EZTJl㌻るのが巌も効湖勺で､44oCでは5-6分,42oC

では､13-15分がよいo畑n処二印でIIJ,維促進ti:行なった

槻合は､析D'6器1†の紺 出が多少おとろえるので､この

場合には43oCでは5分､42oCでは7分位が適当｡また処

理温度が高く長すぎると鱗被の概能をそんじ､悶えV,不

良または不能となる｡

所定の水温で除雄するには恒温槽の利用が便利である

が､魔法びんの中に温度計を入れて除雄することもでき

る｡

晩雄法は開花直前の母穂を温湯中に入れ (写真 7)

所定時間経過後ひき上げるOえい花は温湯に浸班中か､

あるV,は仏き上げ後まもなく開花する. 開花したえV,

花のみを残し､他は総て切除し､切えい法と同じ方法で

授粉する｡ (写真2)

なお仲純に栽培されている水稲品種は切えV,法で交配

されたものである｡温湯除雄法で交配されたものはなV,

温湯除雄法は切えV,法に比べると､比瀕的簡単に多数

の除精が同時に出来ること､交配成功歩合が高く､かつ

1回の交配で多数の種が得られること､交配種子が不整

形にならないため発芽歩合ならびにその後の生育がよV,

ことなどの利点があるO (新 城 長 有)

ハ エをな く
沖組では高配多Nrv.D雷がやって火ろと同時に-工がぐ

っとll.YIえて火ます0ll-エ寸とV,うとなにか鳳.流ごとみ

たV,で､111Jj俳人は､｢やれうつな､ノ､工が手を,すろ足

をする｣等ととてものんびりとした気分を味わってV,た

ようですが､よくよく調べてみるとそうのんきに構えて

もV,られません｡

-工の体表の菌数を計算した成緋をみると､ 414匹の

-工の平均細菌数は何と1∠5万であり､Tl各一･LJt;では55-

60万であった｡そしてこれ等の細菌の中には色 な々伝染

病や食中毒を発生させるおそろしV,病原蘭もたくさん混

ってV,るのです｡この様に小さな魔物がぶんぶん飛び凶

る中ではそれこそ油断大敵でゆっくり生柄を楽しむ事

がLLti来ません.そこで今月は ｢--のV,なV,生清｣を沖

純でも実現し健康的でしかも衛埠的なすがすがしV,夏を

しま Lよ う
送る為に､-工について調べてみたV,と,rJ31V,ます｡

-工の生接をよく知ること:-工にはイエバェ､オオ

イエバェ､ヒメイエバェ､シマイエバェ､サシバェ､ギ

ソバェ､クロバェ等がありますが､私達の食物や､ごみ

だめの周囲を飛び凹ってV,るのは主としてイエバェとギ

ソバェです｡イエバェは､卵→幼虫 (ウジ)→サナギ

ぅ成虫の四段階にわたる発育過程をもち発育に最も適

した温度は30-35oCです.イエバェの成虫は1回に

1001200個の卵をうみ､一生の間に卵を5-6回もう

みます｡日夏の温度では卵は半日から1日でウジとな

り汚物を食物として4日位でサナギとなります｡ この

サナギは4-5日もすれば羽化して成虫となるのですから

-工の発育は9-10日で終えてしまV,､成虫の一生は平
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均1-2カ月です｡このようにおそろしV,繁殖力をもって

いるノ､工は不常な所が大好きで､ごみだめ､便所.家畜

小屋等に住みつき種 の々バイ菌を運び回ります.図にあ

るようにノ､工の足の末端には裾盤とV､うクコの吸盤のよ

うなものがあって､そこからネノヾネバした液体を分･泌し

て トリモチの役目をし垂直のガラス戸や天井等にとまり

ます.又肢にはこまかvl毛がV.つばい生 えてV､て便所

やゴミタメ等､汚なV､所を飛び回っている間に､肢に撫

-工 に よって媒介 され る伝染病

-工は一気に 270-1530米も飛び､途中で休めば再び

同じ様に飛ぶ事の出来るおそろしvl飛行力をもってV,ま

す｡又現在のように交通機関の発達してV,る世の中では

バスの窓ガラスなどにとまってV,るだけで非Ii.i;に遠い所

迄行く事が出来ます｡従って節 の々伝染病特に赤痢､疫

痢､腸チフス､パラチフス､コレラ等の消化器系の伝染

病の流行に大きな役割を果してV,ます｡又寄/巨虫卵をま

きちらしたり､トラコーマ等の媒介も致しますO

ハ エ をな くす る方漬

このようにおそろしV,紫苑力をもってV,る-工を全く

なくすることは到底不可能な事だとお考えになるでしょ

うが｢-工のいなvl生活｣は決して夢ではなく､現に日本

でもノ､工のV,ない町や村が年)<増えてきつつあります｡

-エ退治には地域社会みんなの協ノブが必嘆ですO-軒だ

け一生,i'L準命に退約しても-工は｢1由に)i/<を飛びまわる

事がtH来ますo合FE的な計画のもとに地域社会の^達が

力を合わせ､正Lv,駆俊方法を行 うことが大切です｡

すなわち,

1 発生源であるゴミをためなV,で炊利けること.

2 ゴミ精は出来るだけコール ク ←ルをぬりふたは完

全に致しましょう｡

3 挺池､その他ウジが湧く助肝怯題をしっかりとし

めて暗くすること｡ (配他lノ｣ではbrjとなることは

あるが成鵬とはならなV,)｡

1 炊賛助や食堂には必ず金網をはりめぐらすこと｡

5 D･D･T･やその他殺近ではとても政利で蛾力な

殺虫剤が出てV,ますので､ これを定期的に散和す

ること｡

6 机川更リボンやノ､工の好む色の折約に炎をまV,て天

井からつりさげておくのもよV1.

7 便所のウジを殺すにはリンデン乳剤､オルソ剤な

どを処法通りにうすめて用vlます｡その他､たたき

赦したり又食物はいつでもノ､エ帖の中か戸柵の中

にしまう等細心の注意をはらV,一口も早く｢-工
のV,なV,生所｣がこの沖鮎でも'jiC甥するよう皆で

努ノJL生しよう｡ (向 弘 子)
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数Dバイ菌をつけその肢で食物や食群にとまT)､バイ菌

をまき散らしますO

ハ エ の 習 性

-工は暗vlところよりも明かるV,ところが好きで､ひ

るまは活動して､夜になると天井や唱緑等にとまって休

みます｡イエバェは植物質の食物例えば飯､糖蜜､菓子等

を好みます｡-工は非常に大食漢で1日に自分の体重以

上の虫の食物を食べますOそれ故1日の飛排泡盛も多く

1000個から1万個位の褐色の大小さまざまな預をまきち

らします｡よく窓ガラスや､天井などに黒褐色の糞点が

みられますが､これ等は-工によって排他されたもので

細菌がいつばV,です.-工の習性で面白V,のは､色に対

してすききらいをあらわすことです.上村行彰氏はいろ

V,ろの色紙で ｢つる｣を折り､天井からつるして一定時

間のあと例の黄点の数をかぞえ､ノ､工の好む色と好まな

V,色土を調べてV.ます｡その結果によります と､鮮かな

緑､鮮かな黄色､バラ色等明かるい色には沢山の頚点を

認めてV,るが､異､紫色､褐E9,などくらV,にごった色に

はきわめて少なかった土雷いてV,ますO


